













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































山口 塚本 新地平 小林 下総考古












































山口1999 塚本1997 小林（本稿） 寺内1997　　　　　　（東信）
阿玉台式 A A阿玉台系統 阿玉台式
A1東関東 在地で変容した阿玉台式系統
A2東京湾岸の勝玉系 浅い平行沈線を持つ（群馬県主体）
（新巻類型） A3群馬在地・折衷
B勝坂系統 勝坂式
B1南西関東 （在地or群馬系）
B2北信・東信（斜行沈線裁痕紋ほか）
勝坂系（樽形） B3群馬在地（細胴大把手・鼻毛石・樽形深鉢）
B4大宮大地・東関東系
C大木系統
N C1南東北
七郎内C類型 B七郎内n群土器 C2七郎内n群土器
C・D・E C3北関東系
C4群馬在地と思われるもの
焼町類型 D焼町土器 在地系後沖式・焼町土器
E加曽利E系統
三原田型深鉢 E1三原田（かっぱ土器）
北関東系 F・G・H・R（浄法寺） E2北関東系（浄法寺タイプ他）
中峠0地点型 E3中峠0地点型深鉢
加曽利EI古 1・J・K・L・M E4南関東
北陸系 Q F北陸系（火炎土器）
越後と越中・能登・北加賀
0・P G粗製土器
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註
（1）　　これまで拙稿において，中期前半の時期設定
を行ってきた。その時期設定・段階設定について，新地
平編年との対比をみておく。
CM段階M群・F群1類の段階。今村啓爾氏の五領ケ
台1式，山口明氏のA・B型式（山口1980），小林
1994aの五領ケ台貝塚出土資料分類のB群・A群1類a
種に当る。新地平1期。
CS段階Ia期　五領ケ台H式初頭，今村氏の五領ケ台
Ha式にほぼ対応し，山口氏のC・DI型式を含む。
小林の五領ケ台分類C群1類イ種・A群1類b種に当
たり多摩地域での成立期Ia期（小林1993）である。
第一文様帯に幅狭い縄文帯を有する。新地平2期。
CS段階lb期五領ケ台n式前葉，今村氏の五領ケ台n
b式の一部，山口氏のF型式の一部にほぼ対応し，小林
の五領ケ台分類C群1類ロ種，A群2類a1種に，多摩
地域のIb期に当たる。半裁竹管による平行沈線が多用
される。踊場系土器は次第に簡略化する傾向がある。新
地平3a期。
CS段階Ic期（成立期1期）　五領ケ台n式中葉，今
村氏の五領ケ台nb式にほぼ対応し，山口氏のF型式
の多くが当たる。小林の勝坂式成立期編年（小林1984）
1期，五領ケ台貝塚C群2類，A群2類a2種に当たり，
多摩地域での1c期である。新地平3b期。
CS段階H期（成立期n期）　五領ケ台n式後葉。今村氏
五領ケ台皿c式，山口氏G型式に対応する。小林の勝
坂成立期n期，五領ケ台分類C群3類，A群2類b種
が相当し，多摩地域でのn期である。新地平4期。
CZ段階1期（成立期皿期）　小林1984の勝坂式・阿玉
台式成立期皿期である。今村氏の神谷原式なども含まれ
る。連続刺突文技法成立をもって本期とする。旧稿によ
る勝坂成立期の田a・b期に対応し2細別する。数野氏の
角押文1期に比される。新地平5a期。
CZ段階n期（成立期W期）　狢沢式，阿玉台Ia式・
Ib式新に当たる。勝坂成立期のIVa・b期に対応して，
2細別する。CZ皿a期が数野氏のH期，　CZHb期が同
皿期であろう。新地平5bc期。
CZ段階1皿A期（成立期V期）　新道式古期，阿玉台I
b式新に当たる。勝坂式成立期V期である。新地平6a
期。本稿での1a期はこの時期からとしたい。
CZ段階皿b期（成立期W期）　新道式新期，阿玉台H
式古に当たる。勝坂式成立期W期である。新地平6b期。
CC段階（成立期W期）　藤内式古期，阿玉台H式新期。
成立期W期とする。新地平7期。
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